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ＴＯＣ(Theory of Constraints)制約理論による経営革新（要約）

１．制約理論の定義：　　　　　

経営システムの目的は「継続的に金を儲ける」ことであるということを前提に対象となる経営システムの目的達成の阻害となる制約条件を見つけ、それを克服するための経営システム改善手法。

制約条件には、受注が取れず売上が伸びない外部的要因（市場制約）と、生産工程における人員不足または機械の能力不足による生産が追いつかない内部的要因（工場制約）と方針（マネジメント）制約に大別できる。
２．金を儲けるための条件と改善順位

①スループットを増大させる

· スループットとは、製品を販売することで企業に入ってくる金。製品が販売されるまで、企業に収入をもたらさない。

ｏスループットは販売を通じてシステムがお金を生み出す時間当たりの割合。
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スループット＝売上高－資材費

　　　　　　＝利益＋経費

ｏ資材費とは変動費であり、材料費、外注費を含む。

利益を大きくするにはスループットを大きくする。

ｏ経費(Operating expense)は在庫をスループットに変えるために必要な費用、短期的に見た場合固定費扱い

　ｏスループット会計は、原則的に、キャシュベースと考えるため、利益の極大化と

キャシュフローの極大化は同じです。

②総投資を低減する

・総投資とは、設備や仕掛品を含む棚卸といった製品を製造・販売するためにシステムに投資した金

・資産回転率の向上に寄与する。

・特に注目は、仕掛品の低減にある。

・仕掛かり低減は、今まで見えていない障害の顕在化、顧客対応のフレキシビリティーを増やす、不動在庫損の低減に寄与する。

③経費を低減する

・資材費以外の総経費、つまり固定費の低減である。

利益＝スループット－固定費
④スループット、利益の向上の方策
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３．会社全体をシステムとしてらえる必要性

・企業活動は、インプットとアウトプットの効率を高める活動であり、部分最適　　　

ではない。一番弱いところの強さが企業の強さである。鎖の強さと同じ。

・従って、経営をシステムととらえ、一番弱いところ、すなわちボトルネックに

なっているところ、制約されているところの改善を行うことになる。

・ボトルネックにおける１分の遅れは、工場全体の売上の１分に相当する。

４．市場の需要が生産能力より少ない制約条件の解消方法

· 顧客が期待するニーズを見つける。期待は多分短納期、小ロット納入、企業価値を高める取引など。

· 価格を安くして内部制約条件と釣り合うまで受注する。政策的に変動費プラスアルファーの価格で受注する。
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６．制約条件を見つける（ステップ１）
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７．ＴＯＣの生産スケジューリング法
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1） 兵隊の行進の場合を考える

· 先頭の速さ（第１工程：資材の投入）は、ドラムたたきの行進スピード（工程の中で一番遅い速さ）に合わす。

· 最も遅い兵士（工程）の前だけに、前（前工程）がトラブルを起こしても影響しないよう余裕（バッファー：仕掛かり在庫）を持たせておく。

各工程の生産活動には、必ずブレがあるといって良い。すなわち、作業の細かいバラツキ、設備故障、不良品の発生など。

2） 生産のブレからスループットを守る

· ネック工程前にバッファーを置く。

· 出荷工程前にバッファーを置いて納期保証をする。

· バッファーの量は、その工場の生産管理のレベルによる。

３）リードタイムの短縮を考える。

① ネック工程における、段取り時間と作業時間の短縮改善

② 搬送ロットサイズを小さくする

・搬送ロットサイズ＜作業ロットサイズにし、例えば工程間の距離を縮めるなど、

搬送の影響を無くす工夫をする。
・搬送ロットを小さくすれば、次工程に早めにものが流れ全体のリードタイムの　　　　

短縮になる。

　　　　　　　　　搬送サイズを小さくする










４）加工ロットサイズの考え方

· 従来の最適ロットサイズの考え方は、工程毎の段取り時間と在庫コストの最小をロットサイズとした。しかしＴＯＣでは、工場全体のスループット最大を目指していることから、ボトルネック工程以外は、生産能力が需要と等しくなるまで、段取り回数を増やしても全体に影響が及ばないことから、負荷と能力を見て、加工ロットサイズを最小にしていけばよい。

５）非ボトルネック工程をネック工程に従属させる（ステップ３）
　①ネック工程の前に仕掛品を集める

　②先頭工程（材料投入工程）とボトルネック工程を関連づける

　③定着のための仕組みをつくる
８．思考プロセス

ゴールドラット博士の「ザ・ゴール」の中で説明されているのは、生産改善の手法である。その根底は「企業の目的は金儲けにあること」。この前提に立って企業の生き残りのための問題解決手法として、今日、急速に変化する環境の変化や、競争の圧力に打ち勝つための手法として「思考プロセス」が開発された。

　人間が介在するシステムが抱える様々な問題は、其の因果関係をたどっていくと、もっと根本的な原因によって引き起こされると制約理論では考えている。其の根本的な限られた原因が中核問題と呼ばれ、システムの能力向上を制限している「制約」としてとらえる。この「制約」打破するステップとして
　１．「何を変えればよいか(What to change?)」
　２．「何に変えればよいか(What to change to?)

　３．「どのように変えればよいか(How  to cause the change?)」
という質問に応えることが必用になっている。思考プロセスを実行するに当って、３つの「制約条件」と「５つの論理ツリー」が用意されている。

１）３つの制約条件

　　組織が目指す目標達成を妨げている制約は何かを３つのカテゴリーに分け「制約条件が何であるかを分類し、問題解決の糸口とする。　

1 物理的制約：市場の需要が生産能力より上回っている。即ち「手不足」の状態

· 生産キャパシティ（設備、人的資源）

· 原材料（資材調達）

　　　などが制約と考えられるが、真の制約を探し、能力を向上させることが

キーポイントとなる。
　②市場制約：生産能力は市場の需要を上回っている。即ち「手余り」の状態
· 受注が取れず売上が伸びない。これを「市場制約」という。この「市場制約」をどのように解決するか、売上拡大の必要性を痛感し「思考プロセス」の手法が開発されたという。

2 方針制約：社内の規定や制度や組織構造などのマネジメントの中に制約がある場合。

２）５つの論理ツリー

① 現状問題構造ツリー　(Current Reality Tree)
② 対立解消図／雲　(Cloud)
③ 未来問題構造ツリー（Future Reality Tree） 

④ 前提条件ツリー （Prerequisite Tree）
⑤ 移行ツリー （Transition Tree）

3） ３つの制約条件と５つの論理ツリーの関係
目標を達成させるための一連の活動方法を、論理的に顕在化し、計画、実行、確認、改善のプロセスを定型化したもの。全体の流れが下図の通りです。
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中核問題の矛盾や対立を解消する方法を発想する。
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